
 

 
 

支払基金統一事例 

【 手術 】 

 

７６ 下肢静脈瘤血管内焼灼術における血管造影用シースイントロデューサ

ーセットの算定について 

 

《令和６年２月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

Ｋ617－４下肢静脈瘤血管内焼灼術における次の血管造影用シースイント

ロデューサーセットの算定は、原則として認められない。 

⑴ 血管造影用シースイントロデューサーセット③選択的導入用（ガイデ 

ィングカテーテルを兼ねるもの） 

⑵ 血管造影用シースイントロデューサーセット④大動脈用ステントグラ

フト用 

⑶ 血管造影用シースイントロデューサーセット⑤遠位端可動型 

なお、血管造影用シースイントロデューサーセット①一般用については、原

則として認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

血管造影用シースイントロデューサーセットの選択的導入用（ガイディン

グカテーテルを兼ねるもの）、大動脈用ステントグラフト用及び遠位端可動型

については、厚生労働省通知※にそれぞれ次のとおり示されており、Ｋ617－

４下肢静脈瘤血管内焼灼術におけるこれらの材料の算定は、原則として認め

られないと判断した。 

 

選択的導入用（ガイディングカテーテルを兼ねるもの） 

 主として、心房・心室の検査において使用するものであること。 

大動脈用ステントグラフト用 

 大動脈用ステントグラフトを留置する際に使用するものであること。 

遠位端可動型 

 心臓カテーテルを経皮的に心房・心室に挿入するために使用するものであ

ること。 

 

 

（※）特定保険医療材料の定義について 
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